
①
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
拡
充

コ
ロ
ナ
対
策
で
一
番
重
視
す
る
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
い
て
も

無
自
覚
・
無
症
状
で
人
と
の
接
触
を

通
じ
て
コ
ロ
ナ
が
伝
播
す
る
の
を
防

ぐ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
陽
性
の
場
合

は
必
要
な
施
設
に
隔
離
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
重
点
地
域
、

ク
ラ
ス
タ
ー
周
囲
の
無
条
件
・
無
料

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
飛
躍
的
に
増
や
す

こ
と
で
す
。

日
本
の
検
査
数
は
各
国
に
比
べ
あ

ま
り
に
も
貧
弱
で
す
（
図
ー
１
参
照
）
。

②
財
政
支
援
で
医
療
崩
壊
を
防
げ

ま
た
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
伴
い
、
各
種
医
療
機
関
へ
の
財
政

的
支
援
は
不
可
欠
で
す
。
特
に
第
一

次
感
染
期
で
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
た
大
学
病
院
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し

（
図
ー
２
参
照
）
、
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
、
医
療
従
事
者

へ
の
第
二
次
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま

し
た
が
大
変
不
十
分
で
す
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
と
家
族
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
無
条
件
で
行
い
、
差
別
と
偏
見

を
是
正
す
べ
き
で
す
。

③
情
報
収
集
、
発
信
力
の
強
化

国
民
へ
の
情
報
開
示
は
統
一
基
準

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
性
、
正
確
性
が
不

可
欠
で
す
。
す
で
に
「
コ
ロ
ナ
感
染

全
国
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す

が
、
東
京
都
や
大
阪
府
は
採
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
東
京
都
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
処
理
、
情
報
は
数
日
前
の
も
の

で
速
報
性
に
欠
け
ま
す
。

④
補
償
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化

コ
ロ
ナ
被
害
者
へ
の
僅
か
な
補
償

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
申
請
手
続
き

が
煩
雑
で
す
。
書
類
を
厳
格
化
す
る

よ
り
、
圧
倒
的
な
多
く
の
人
に
早
急

に
給
付
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

⑤
憲
法
遵
守
で
国
会
を
招
集
し
ろ
！

憲
法
53
条
は
「
衆
参
い
ず
れ
か
の

議
員
の
４
分
の
１
以
上
の
要
求
」
で

内
閣
は
臨
時
国
会
召
集
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

野
党
の
開
催
要
求
を
踏
ま
え
、
安

倍
政
権
は
臨
時
国
会
を
招
集
し
、
抜

本
的
対
策
を
講
ず
べ
き
で
す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で
す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2020年８月号

2020年８月

委員長 岡﨑ひろみ

「急がば回れ」ーPCR検査の飛躍こそ対策の基本
無自覚・無症状感染者の早期発見・治療と接触回避へ

安
倍
政
権
は
、
８
月
臨
時
国
会
召
集
で
抜
本
的
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
ろ
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
第
二
波
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は

重
症
者
数
や
空
き
ベ
ッ
ド
数
な
ど
を
根
拠
に
こ
れ
を
認
め
ず
、
全
国
的
な
旅
行
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
最
中
。
今
、
や
る
べ
き
こ
と
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
飛
躍
的
増
加
、
医

療
施
設
、
従
事
者
へ
の
手
厚
い
財
政
支
援
で
す
。
ま
た
、
商
業
施
設
・
店
舗
へ
の

支
援
の
簡
易
手
続
化
、
失
業
者
・
待
機
者
の
雇
用
創
出
政
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
逃
げ
ず
に
、
８
月
臨
時
国
会
を
早
急
に
開
く
べ
き
で
す
。

5月20日全国医学部長病院長会議資料より

図ー２



２
０
２
０
年
１
月
時
点
の
世

界
の
核
兵
器
保
有
数
は
１
３
４

０
０
発
で
す
。
前
年
年
１
月
と

比
べ
て
４
６
５
発
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
90
％
以
上

を
米
国
と
ロ
シ
ア
が
保
有
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
英
国
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
朝
鮮

の
核
兵
器
保
有
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
未
だ
核
兵
器
の
拡
散

が
続
い
て
い
ま
す
。

核
兵
器
廃
棄
と
核
軍
縮
が
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
中
、
２
０
１

７
年
７
月
に
国
連
で
画
期
的
な

条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
「
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

製
造
、
備
蓄
、
移
譲
、
使
用
及

び
威
嚇
と
し
て
の
使
用
の
禁
止

な
ら
び
に
そ
の
廃
絶
に
関
す
る

条
約
」
と
し
、
50
ヵ
国
が
批
准

す
れ
ば
90
日
後
に
発
効
す
る
も

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
こ

れ
に
不
参
加
、
そ
の
理
由
は
日

米
安
保
条
約
と
核
抑
止
論
が
理

由
と
さ
れ
ま
す
。

 「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」

「
武
力
で
平
和
は
守
れ
な
い
」、

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
人
類
共
通

の
悲
願
を
込
め
た
も
の
で
す
。

日
本
は
憲
法
前
文
と
憲
法
９

条
を
再
度
自
覚
し
、
平
和
外
交

に
徹
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
す
る
べ
き
で
す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外(1988年１月18日第三種郵便物認可)
2020年８月

新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額６００円・送料１６８円

お問い合わせ先

新
社
会
党
は
「
被
爆
75
周
年
原
水

禁
世
界
大
会
」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

新
社
会
党
委
員
長

岡
﨑
宏
美

新
社
会
党
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
連

帯
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
ヒ
ロ
シ
マ
・ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
と

戦
争
終
結
か
ら
75
年
、
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
発
効
か
ら
50
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
、
貴
大
会
開

催
の
意
義
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
原
爆
投
下
の

教
訓
か
ら
「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な

い
」
と
の
理
念
は
２
０
１
７
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
結

実
し
、
批
准
国
が
年
々
増
え
て
、
条
約

発
効
に
必
要
な
批
准
国
数
50
か
国
に

あ
と
11
か
国
と
迫
っ
て
い
て
、
世
界
で
核

廃
絶
への
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
は
世
界
に
「
フ

ク
シ
マ
」
を
教
訓
化
さ
せ
、
原
発
依
存
か

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
始
め
と
し

た
脱
原
発
社
会
へ
と
舵
を
切
り
は
じ
め

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
米
国
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
追
随
す
る
安
倍
政

権
は
、
「
核
の
傘
」
に
依
存
し
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
否
定
的
な
態
度
を
と
り
、

依
然
と
し
て
原
発
を
「重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
民
の
反
対
の
声
を
無
視

し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
し
続

け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
、
福
島
の
原
発
事
故
の
経
験
と
教

訓
を
活
か
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
と
脱
原

発
を
世
界
に
発
す
る
責
務
が
あ
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
事
と
あ
い
ま
っ

て
「
一
人
ひ
と
り
の
生
命
を
守
る
こ
と
」

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
広
範
な

仲
間
と
結
び
つ
き
、
改
憲
を
許
さ
ず
、

核
と
戦
争
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、

共
に
全
力
を
あ
げ
、
前
進
し
ま
し
ょ
う
！

貴
世
界
大
会
が
様
々
な
課
題
に
対
し

て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

被爆75周年ー日本は核兵器廃絶の先頭に立て！

暑
い
夏
の
８
月
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
原
爆
投
下
か

ら
75
年
を
む
か
え
ま
す
。
改
め
て
不
戦
・
非
武
装
を
誓
う
と
と

も
に
、
史
上
初
め
て
の
核
兵
器
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
全
世
界
に
発
信
す
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
不
参
加
の

こ
れ
ま
で
の
態
度
を
改
め
て
、
早
期
発
効
に
向
け
全
力
を
あ
げ

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

図ー１ひろしまレポート小冊子

世
界
に
拡
散
す
る
核
兵
器

画
期
的
な
核
兵
器
禁
止
条
約

核
や
武
力
で
平
和
は
守
れ
な
い
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